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はじめに 

 

本報告書は、龍谷大学法学部・法政アクティブリサーチ第 4 期（2020 年度後期～2021 年度前期）

の活動とその成果を報告するものである。この法政アクティブリサーチは、通常の講義とは異なり、

他の受講者と議論や検討しながら、自分たちでテーマを設定・調査し、さらにインタビューなどの実

地調査に当たって、自ら調査先を選定し、日時や内容、そしてインタビュー方法を調整、そのうえで

集団での移動・調査日程を調整・決定するなど、「社会でも活きる」「アクティブな学び」を実践する

ことを目的としている。そのため、この学びを、大学内で完結させるのではなく、常に社会とのつな

がりを維持することも目的としている。 

もちろん、アクティブな学びの要素が必ずしも多くない「通常の講義」に慣れている学生がいきな

り「アクティブな学び」を実践することは容易ではない。そのため、これまでの経験も踏まえ、本年

度は、全クラス共通の授業としてアクティブリサーチの上記獲得目標を説明したうえで、各担当教員

から調査活動の具体的イメージや主体的学びの実践としてのワークショップを実施し、そのうえで本

講義を進めるうえで必要不可欠なヒアリング調査（アポイントや質問状の作成）などに関する講義と

模擬実践などに関する説明・講義などを行っている。 

 いうまでもなく、「アクティブな学び」を行うためには、これを支える教員、さらには学びの対象と

なると同時にリアクションいただく、社会で活動・活躍される多くのみなさまのご協力が不可欠であ

る。本年度は、全クラス共通講義として、本講義を過去に受講し内定をもらっている4回生のみなさ

ん、さらには法学部卒業生・関係者のみなさまに参加いただき、就職活動の具体的内容や意識した点、

本講義の内容や目的との関連について相談会という形式で対応いただいた。いずれも通常では意識し

にくい大学の出口やその先の状況、そこへの向かい方や気を付けるべき点などを伝えるだけでなく、

そのことと本講義との関係を意識するよう導いてくださる貴重な内容であった。 

これと並行するかたちで、各クラスはそれぞれのテーマについて調査活動を行い、その成果を報告

するに至っている。その内容は、本報告書の各パートを見ていただきたい。もっとも、昨年度に続き、

「アクティブな学び」は新型コロナウイルスによる制限を大きく受けざるを得なかった。担当教員で

も何度も話し合い、その影響を最小限に抑え、受講者の「アクティブな学び」を支えるべく工夫を行

ったが、やはり制限をゼロにすることはできなった。このような状況の中、学びを続けてくれた受講

生の皆さん、インタビュー調査などに応じていただいた関係者の皆様には心より御礼申し上げる次第

である。 

最後に、受講生を皆さんに一言お伝えしたい。皆さんは、その程度には差があるだろうが、アクテ

ィブにこの科目を受講し、アクティブに学んだと思う。しかし、重要なのはここからである。皆さん

はこの経験を言語化できますか？何を経験し、何を学び、それが自身にどのように根付き、どのよう

な力になったか。「ああ、大変だったな」とか「これで力になったかな」と成り行きに任せては、これ

までの学びは水泡に帰します。皆さんの力は自然と身につくものではない。この経験を皆さんの力に

するか、単なる苦労にするかは皆さん次第です。ここで終わらないでください。 

 

2021年7月21日                      蝉の声が聞こえ始めた京都にて 

 

担当教員を代表して 斎藤司（法学部教授） 
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